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　高次脳機能障害のある子どもは全国で70,000〜
80,000人程度との推定報告1）がありますが，正確な実
態は明らかではありません。障害の原因は外傷や脳症，
腫瘍などで，後遺症の記憶障害，遂行機能障害，感情コ
ントロールの低下，固執性などが生じた子どもは，セル
フケア能力の低下が生じることや，周囲の人とのコミュ
ニケーションが難しくなるなど，日々の生活に多くの困
りごとを抱えます。
　学校では学習の困難のほか，ストレスやいじめなどを
経験し，自尊心の低下や不登校などの二次障害といわれ
る問題が生じています2）-4）。
　2001（平成13）年に開始した国の高次脳機能障害支援
モデル事業後，各都道府県に高次脳機能障害支援拠点が
設置され，高次脳機能障害支援コーディネーターが活動
していますが，子どもへの支援体制は確立していません。
　子どもに対する支援は，医療，福祉ともに一部の専門
医療機関や子どもへの支援経験のある職種による限定的
な支援にとどまっていますが，子どもへの支援に対する
意識は高まっています。
　高次脳機能障害のある子どもへの看護援助は，リハビ
リテーション看護師が実践知を積み上げており，それら
は子どもにかかわるすべての看護職に必要な実践知で
す。リハビリテーション看護師は積み上げてきた実践知
を広く伝える役割を意識する必要があります。また，急

性期の子どもにかかわる看護師や小児がんの子どもにか
かわる看護師は，これらの実践知を取り込むことによっ
て，子どもが必要とする継続した看護援助を提供するこ
とができると考えます。
　本特集は，看護援助に必要と考えられる多様な内容を
紹介しています。多くの実践に取り込まれることを期待
します。
　本特集を企画するにあたり，協力いただいた皆様に厚
くお礼を申し上げます。
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